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研究内容 

 

これまで我が国の医学教育は各医学部や教員の自由裁量に委ねられてきた結果、世界標準からはややかけ離れ

たものになっていました。世界標準を満たすためには、教育のアウトカムを常時、客観的に分析し、カリキュラムの開発

とカリキュラム評価などの面で質の向上に繋げるシステム作りが必要とされます。また、医学の発展と共に修得すべき

医学知識は指数関数的に増加しており、従来の知識詰め込み型教育では立ち行かない時代となり、能動的学修

が必須の時代になりました。これからはエビデンスに基づく有効な教授法を確立することが要求されます。 

本学では 2008 年度から、クリニカルクラークシップで臨床実習を行っている５年生がインストラクター（教職員）の監

視の下に新入生を指導するという「屋根瓦方式の BLS教育」を導入しています。屋根瓦方式の教育は極めて能動

的な学修法であり、スパイラルカリキュラムの理論に基づいた方略です。アンケート調査により、屋根瓦方式の教授法

は極めて有用であることが明らかになりました（論文１）。 

北米では 4年制大学を卒業した所謂学士が 4年制の medical school に入学するのが一般的です。一方、我が

国をはじめ、欧州の多くの国では高校卒業者が医学部に入学します。しかし、近年、欧州、アジアでも学士入学を

採用する医学部が増えています。本学では 1989年から学士入学プログラムを導入しており、現在までに、のべ

10,000人が受験し、600人以上が入学しています。2000 年 4 月以降に入学した学生（学士入学プログラムと高校

卒業入学プログラム）に関する 10 年分の成績データを後ろ向きに分析しました。分析の結果から、学士入学者では

成績不良者が少なく、留年せずに卒業し、最短で医師の資格を取得する安定した存在ということが明らかになりまし

た（論文２）。 
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